
長生きの秘訣を学ぼう
～地域の高齢者との交流を通して～

教科・領域 総合的な学習の時間 周防大島町立森野小学校５・６年

キャリア教育の観点

郷土の特色や課題を調べていく中で関心を抱いたことに基づき、交流を通して地

域の高齢者の方々の知恵や願いを知ることで、自分の生き方を考えさせ、そこから

抱いた思いを地域に向けて発表しようとする活動です。

【自己理解・自己管理能力】【キャリアプランニング能力】

共通課題の設定

本校の総合的な学習の時間では、テーマの一つとして「ふるさと学習」に取り組んでい

る。教材化する素材は毎年変わるが、将来にわたって、ふるさと「もりの」に軸足を置い

た生き方ができる人間を育てたいという基本的な考えはずっと続いている。

平成２４年度の５・６年生（複式学級）は、周防大島町を紹介しているパンフレットや

新聞記事やホームページなどを見て、各自が関心のある事柄を見つけ、課題として調べて

発表することからスタートした。特産物（みかん、いりこ…）、自然（神山、サンゴ…）、

著名人（宮本常一、星野哲郎…）等が取り上げられる中で、ある児童が「東和町が高齢化

日本一の町である」という話題を見つけてきた。

本校のある森野地区は、平成１６年に周防大島町に合併する前は、旧東和町に位置して

いた。普段から自分たちの周りに高齢者が多いことを知ってはいたが、日本一であったこ

とは知らない児童もいた。

そこで、「周防大島は高齢化の島である」という事実をもとに、「高齢化とはどんなこ

とか？」「それは、よいことなのか？悪いことなのか？」を調べたり討論したりして理解

を深めていく一方で、「周防大島の高齢者は、どうして長生きができるのだろう？」とい

う疑問がわいてきた。

こうして

地域の高齢者に、「長生きの秘訣」を聞いてみよう。

という共通課題ができた。

地域の高齢者との交流

長生きの秘訣を知るには、実際に長生きしてお

られる人に聞くのが一番だろうと、地元の高齢者

にインタビューすることにした。この学習の取材

先としてお世話になったのは、特別養護老人ホー

ム｢白寿苑｣、高齢者の社会教育講座｢かがやき塾｣、

地域の高齢者の集い｢平野サロンの会｣である。そ

れぞれに特色のある施設や団体であるため、交流

を通じて児童は多様な体験をすることができた。



児童の手を握りしめて何度も感謝の言葉を口にする方や、自分は若手だから長生きの本

番はこれからだと笑い飛ばす方など、聞き取った内容以上に、生き様にふれることができ

たのは貴重な学習であった。

教えていただいたことを分類しながらまとめていった。メモをもとに、聞き取った時の

状況を振り返ったり、言葉の意味を話し合ったりするうちに、当初は分からなかった意図

に気付いたり、自分たちなりの解釈ができるようになっていった。

｢食 ｣について ｢生活 ｣について ｢気持ち｣について

・バランスの良い食事をする ・規則正しい生活をする ・くよくよしない

・腹八分目を心がける ・畑仕事をする ・仲良くする

・好物をつくる、 ・毎日歩く ・よく笑う

・塩分や糖分をひかえる ・趣味を楽しむ ・人をほめる

・魚や野菜を食べる ・友だちをつくる ・ひまをしない

まとめ・発表会
最終場面の台本の一部

１月の学習発表会で、学

習の成果を地域に向けて発

表した。

２２世紀を迎える年に、

この学級の児童が１００歳

に な る の で 、「 ２ ２ 世 紀 ま

で開けられない宝を手に入

れるために、１００歳まで

長 生 き し よ う 。」 と い う あ

らすじの劇を演じた。調べ

てきた長寿の秘訣を伝える

だけでなく、１００歳とい

う目標に向かって努力する

ことの大切さを主張する発

表となった。

交流を通して自分たちに

伝えられた高齢者の思いに

ふ れ た と き 、「 ど う す れ ば

長 生 き で き る か 。」 と い う

発 表 は 、「 ど ん な 生 き 方 を

す る か 。」 と い う テ ー マ に

高まっていた。
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考察 ・ 課題

進路を模索し始める高学年児童に対し未来への希望

をもたせるとともに、生き方へのこだわりに気付かせ

たいと願い、本単元を実践した。

本校の総合的な学習の時間では、「地域に素材を求

める」「地域で体験する」といった学習の土壌があり、

教室を飛び出してフィールドワーク的に活動するのは

自然な流れであった。児童も校外での活動を好む傾向

があるが、環境が変わることによる刺激を求めるだけでなく、そこに自分にとって役に立

つ人や物、情報があることを認識しているのであろう。また、学校に対する理解が深いと

いう地域の風土も大いに助かっている。

校外＝実社会で学習する際のルールやマナーを確認しながら、学習計画を立てた。校内

外に行事の多い高学年は、計画を立てる際の調整が難しく、まして外部の施設や団体と連

携を図るには、事前の打ち合わせ等も必要になってくる。そのため、効率的な学習を進め

るには、日頃から協力態勢を整えておくことが大事である。

地域から学ぶことは、直接的な学習課題の解決にもつながるが、それを超えた教育的な

効果があることも忘れてはならない。今回の聞き取りの中で、「目標をもって生活するこ

と」と回答してくださった方がおられた。生きがいがあることが長寿の秘訣であることは

もちろんだが、学習を進めるうちに、この回答は、子どもたちに対するメッセージである

ような気がしてきた。学校や子どもに対する地域社会の思いや願いを直接受け止めること

ができたのは、キャリア教育の観点からも非常に有意義であった。

全体計画との関連

森野小学校キャリア教育全体計画

学習指導要領 学 校 教 育 目 標 時代･社会の要請
全県共通テーマによる重点 夢をもち、心豊かでたくましく生き抜く森野っ子の育成 地域･保護者･教師の願い
的な取組 やさしい子（広い心・温かい心） 児童・学校・地域の実態
周防大島町教育の基本方針 かしこい子（学ぶ力・創る力）

たくましい子（生き抜く力・燃える心）

キャリア教育の目標

子ども一人ひとりが自らの自己実現をめざし、変動する社会に主体的に対応できる態度の育成
夢や目標をもち、一人の社会人として自立できるよう、
自分にふさわしい生き方を実現しようとする意欲や態度、能力の育成

（人とのかかわり） （夢づくり） （働くことの意味）
自分や友達を大切にし、自分の思い 自分で目標を設定し、その実現の 自分の役割を自覚し、責任

や考えを伝え合えるコミュニケーショ ために計画を立て、実行していこう をもって果たそうとする態度
ン能力を育てる。 とする態度を育てる。 を育てる。

各 学 年 の 具 体 的 な 目 標

低 学 年 中 学 年 高 学 年

・あいさつや返事をきちんとする。 ・友達の良いところを認め励まし合 ・自分と異なる考え方も理解しようと
人間関係形成 ・自分の考えをみんなの前で話す。 う。 する。
社会形成能力 ・高学年としての役割と責任を果たそ

うとする。

・自分の好きなことや嫌なことを ・自分の気持ちを言葉で分かりやす ・自分の個性を知り、自分らしさを発
自己理解・ はっきり言う。 く表現する。 揮する。
自己管理能力 ・決められた時間や決まりを守ろ

うとする。

・仕事・役割の必要性が分かり、 ・互いの役割や役割分担の必要性が ・社会生活にはいろいろな役割がある
課題対応能力 作業の準備や片づけをする。 分かる。 ことやその大切さが分かる。

・自分のことは自分でやろうとす ・自分のやりたいこと、良いと思う
る。 ことなどを考え、進んで取り組む。

・身近で働く人々の様子が分かり、 ・将来の夢や希望をもち、計画づく ・将来の夢をもち、今しなければなら
興味・関心をもつ。 りの必要性に気付く。 ないことを考えようとする。

キャリアプラ ・係や当番活動に取り組み、その ・地域学習を通して、いろいろな職 ・身近な産業・職業の様子やその変化
ンニング能力 大切さが分かる。 業や生き方があることを知る。 が分かる。

・自分の好きなものをもつ。 ・係や当番活動、委員会活動に積極 ・体験学習を通し、働くことの大切さ
的に行う。 や苦労が分かる。

・自分の仕事に対して責任をもち、 ・係活動や委員会活動で、自分ができ
最後までやり通そうとする。 ることを考え進んで取り組む。

・将来の夢や希望をもち、実現をめざ
して努力しようとする。

生徒指導 学級経営 人権教育 家庭・地域との連携
幼保・小中高等学校との連携

主 体 的 な 進 路 選 択

一 人 ひ と り の 夢 の 実 現


